
 

 

 

 

 

 

令和６年度がスタートしました。一切の行動制限なしで年度を開始できるのは久々です。

昨年度末のわかば幼稚園、古舞小学校の閉園・閉校を受け、環境が変わる子ども達もいます

が、発展的に統合・開園した認定こども園や児童数の多い札内南小学校での、新しい友達と

の楽しい生活を期待するばかりです。幕別町として学校数を減らしての新たなスタートと

なりますが、これまで同様に教育活動の充実を目指すことに変わりありません。 

小中一貫教育とコミュニティ・スクールは一昨年度、昨年度と大きく進みました。今年

度はさらに地域学校協働活動の充実も併せて進める年度となります。コロナ禍を経て大き

く変わりつつある日本型教育の創造に、小中一貫教育・CS・地学協働活動の三本柱で挑む一

年にしたいものです。今月は、各学園総会の様子と春休み中の取組を簡単に紹介します。 

 小中一貫校である各学園の総会、一斉に開催！ ４/1６  
４月 16日(火)、札内東中学校を会場に幕別町学校教育振興会総会終了後、各学園の総会・

全体会が一斉に開かれました。幕別町では、町内全学校が校舎分離型の小中一貫校となって

いて、５つの学園が設置されています。 

まくべつ学園では、今年度、事業活動目標に「９年間を

見通した教育活動の連携・協働および義務教育学校に向け

た取組の推進」を掲げスタートしました。総会では、令和

８年度の義務教育学校開校に向けて、今まで行っている小

中一貫の取組を継続しながらも義務教育学校開校に向け

た各種検討を行うこと、学園会議を月 1回めどに定期的に

開催することを確認しました。また、①今後の小中一貫教

育のあり方（義務教育学校）を見据えた取組の充実 ②一

貫カリキュラムの充実および小中一貫教育推進による学

力の向上 ③小中および保護者・外部機関の連携・協働に

よる不登校児童生徒の対応と未然防止 ④地域を巻き込んだ教育活動の拡充 ⑤進路を見通

した小中の特別支援教育の一層の連携 といった 5つの事業推進重点をそれぞれの部会・委員

会で分担し、具体的な取組を推進していくことを確

認しました。 

総会後は、部会・委員会にわかれ、事業の分担、当

面の事業推進について顔合わせも兼ねて行いまし

た。年間の事業計画は、４月 26日（金）の学園一斉

部会にて立案し、これから本格的な事業がスタート

する予定です。 

糠内学園では、初めに転入教職員の紹介があり、大きな

拍手で歓迎の気持ちがあらわされました。宗形学園長の挨

拶の後、「学ぶ力」と「つながる力」を育てるための、２つ

の部会に分かれて今年度の計画について活発な話し合い

がされました。 
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小中一貫教育、CS・地学協働のさらなる充実へ 

まくべつ学園（役員） 

学 園 長 久保 睦則（幕別中学校長） 

副学園長 森  浩嘉（幕別小学校長） 

事務局長 本間 幸信（幕別中学校教頭） 

同 次長 藤川  淳（幕別小学校教頭） 



今年度は、「小さい強み」を生かす、のスローガン

のもと、３校の緊密な連携・協働によりこれまでの

取組を一層充実させるために、 

・小中一貫カリキュラムの見直し 

・コミュニティ・スクールの体制充実 

・学習指導の工夫・改善 

・ICT 活用、働き方改革  等を重点として掲げて

います。 

さつない学園は、全体会で今年度の取組の

方向性を確認した後、すぐにグループに分か

れて打ち合わせを行いました。３つの部会が

それぞれ４つの小部会に分かれ、合計 12の先

生方の輪が作られ、熱心な話し合いが続きま

した。 

今年度は、乗入授業の拡充のほか、生徒指導

交流会・特別支援教育交流会の定期開催など、

取組を一層充実させる計画となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちゅうるい学園では、学園長、事務局長が小学校に移

りましたが、活動の方向性は変わらず、小中一貫コミュ

ニティ・スクールとしてさらに充実を図る活動計画が策

定されています。系統的なふるさとキャリア教育、子ど

もの声を生かした検証サイクルなど、忠類ならではの取

組が満載です。 

 

 
ちゅうるい学園（役員） 

学 園 長 浪内 洋一（忠類小学校長）    副学園長 松本 勝弘（忠類中学校長） 

事務局長 松浦 尚人（忠類小学校教頭）   事務局次長 鎌田 貴義（忠類中学校教頭） 

糠内学園（役員） 

学 園 長 宗形 真恵（糠内中学校長） 

副学園長 藤井 将弘（糠内小学校長） 

副学園長 小野田年克（明倫小学校長） 

事務局長 倉田 武典（糠内中学校教頭） 

同 次長 山田 征洋（糠内小学校教頭） 

同 次長 畔上 美栄（明倫小学校教頭） 

さつない学園（役員） 

学 園 長 石丸揚一朗（札内中学校長） 

副学園長 佐竹 宏子（途別小学校長） 

副学園長 棚橋  亨（札内南小学校長） 

事務局長 由佐 琢朗（札内中学校教頭） 

同 次長 丸田加奈子（途別小学校教頭） 

同 次長 大場 慎也（札内南小学校教頭） 

委  員 市川 篤志（札内南小学校主幹） 

委  員 所  朋宏（札内中学校主幹） 

札内東学園も、全体会で昨年度の活動報

告や今年度の方針を確認した後、各グルー

プに分かれて話し合いを行いました。 

今年度初めて部会の中に専門班を作り

業務を分担する体制としました。各班の話

し合いでは、建設的な意見が多く出され、

活気に満ちた話し合いとなりました。 

 

 札内東学園（役員） 

学 園 長 横山 一仁（札内東中学校長） 

副学園長 西田 茂生（札内北小学校長） 

副学園長 佐藤 晃啓（白人小学校長） 

事務局長 羽石 浩之（札内東中学校教頭） 

同 次長 伊藤  健（札内北小学校教頭） 

同 次長 荒木 成宜（白人小学校教頭） 



 

中学新入生へ向けて 春休み学習教室開催 ４/３ まくべつ学園 

恒例となった、新入生対象の「春休み学習教室」。今年度

は４月３日（水）に実施しました。この日はまず学級発表

が行われ、新入生は担任や学年の先生を確認したあと、引

き続き、学習教室に参加しました。６年生の時にのべ４日

間中学校登校をしていることや、乗入授業で見慣れた先生

方がいることから、不安をあまり感じることなく安心して

学習会に参加していました。 

この学習会では、小学校卒業前に配付した、「入学後すぐに行われる学力テストの対策プリン

ト」についての解説や入学後の学習の仕方、家庭学習のポイントなどを中学校の教科担任がそ

れぞれ説明しました。参加した新入生からは、「学力テスト 5 教科の対策を短時間で集中して

教わることができてよかった。」、「説明が丁寧でわかりやすくよかった。」、「中学校のテスト勉

強の仕方がわかってよかった。」という声がありました。 

さつない学園でも  春休み学び講座開催  
４/４ かかわり部主管 

学級編成発表の日、10 時半から春休み学び講座が開催され

ました。65名の参加があり、２クラスに分かれて学力テスト

対策の学習をしました。この講座は、さつない学園かかわり

部「検定・学習会」部会が中心となり、中１ギャップの解消の

取組として毎年行っています。 

まくべつ学園 
いよいよ地域協働活動スタート！ 

   第１弾はあいさつ運動 ５/15 
まくべつ学園学校運営協議会で熟議を重ね実現することと

なった、地域協働活動企画の第１弾がまもなく 5月 15日（水）

に開催されます。 

現在、まくべつ学園

に距離が近い、緑町町内会・新町町内会の役員、幕別小

学校ＰＴＡ、幕別中学校ＰＴＡに参集範囲を限定し、チ

ラシを配付し参加者を呼びかけています。 

小中一貫教育・ＣＳ関係 ５月の動き 

７日(火) まくべつ学園第１回役員会 

さつない学園会議 

９日(木) 札内東学園第１回合同部会 

10日(金) まくべつ学園第１回合同研修会 

13日(月) ちゅうるい学園 

第１回生徒指導・特別支援教育交流 

15日(水) まくべつ学園地域協働「あいさつ運動」 

17日(金) 糠内学園定例経営会議 

札内東学園クリーン作戦 

29日(水) さつない学園学校運営協議会 

31日(金) さつない学園小中生徒指導交流会 


